
 
No.１８ 平成１５年１１月１２日 メッセージ“夢を実現するＲ財団”のなかで、２００

２～２００３年度に日本のロータリアンは１，７００

万＄以上のＲ財団寄付をしてくれた。これは世界で二

番目に大きい貢献であることに敬意を表して、日本の

羽織を着ておられる写真が掲載されています。 

 
本  日  の  卓   話 
１１ 月 １２ 日 （水） 
ガバナー補佐公式訪問 
「クラブ協議会」 

     瀧川紀征ガバナー補佐      
（因みに、２６６０地区の９２３千＄の寄付額は日

本のなかで二番目の貢献度でした） 
ＲＩジョナサン会長は、Ｒ財団は、飢餓、貧困、疾

病そして非識字に対抗する最も効果的な手段であると

述べておられます。 
 
■例 会 記 録 
第２１６８ 回例会 １１月 ５日（水）曇 また、昨年度のポリオ・プラス募金の目標額であっ

た８，０００＄は超えたことを報告されています。世

界中のポリオ症例の９９％を撲滅しましたが、ポリオ

撲滅を達成するまで支援しなければならないと言われ

ています。 

●国歌「君が代」斉唱       
●ロータリーソング「R‐O‐T‐A‐R‐Y」斉唱  
●ゲストスピーカーご紹介 
 横山守雄様（地区R財団委員会副委員長） 
●ビジターご紹介 １１／５を含む一週間つまり今週は世界インターア

クト週間にあたります。５月の地区大会では新世代合

同会議のメンバーのなかでＩＡＣも登壇して活動報告

をしてくれていたことが印象に残っています。 

 河野通貞君（高槻西RC） 
 
※１１月会員誕生   田中 
※１１月夫人誕生   長澤厚子、掛谷知子 １１／１２は瀧川ガバナー補佐をお迎えしてのクラ

ブ協議会です。必ず出席してください。 ※１１月結婚記念   坂井（正）、高島、武智、吉江 
※１１月入会記念   日野岡、菊山、中江 １１／１４（金）、１５（土）は地区大会です。出来

るだけ多くの出席者を期待します。  
 １１／２７（木）は若林ガバナーをお迎えして、茨木

３ＲＣ合同例会です。今月は多くの行事のある月です。

ご協力お願いします。 
■会 長 の 時 間        中西 勝副会長 
今月はＲ財団月間です。本日の例会は、地区Ｒ財団

委員会から横山守雄副委員長をお迎えして卓話をして

いただく事になりました。 
 
 
■幹 事 報 告          掛谷建郎幹事 お忙しいところ来ていただきありがとうございます。

よろしくお願いします。 １、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) 
１１月号「ロータリーの友」でＲＩジョナサン会長の 茨木：11／12（水）ガバナー補佐公式訪問 

12：30～例会開始  
       13：05～14：30クラブ協議会 ■出 席 報 告 
    11／27（木）ガバナー公式訪問  第２１６８ 回例会 前々回（第２１６６ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３４ (12) 16 6 72.72 ％ 2 95.45 ％ 
12：30～13：30  ３RC合同 

        例会終了後合同で記念写真撮影 



２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）米山梅吉記念館「全国一人 100円募金運動」の
お願い 

 
 
■委 員 会 報 告  
国際奉仕委員会         山口和雄委員長 
インドネシア訪問の報告 
 10／29 出発し 11／5 無事帰国しました。ジョグジ
ャカルタ RC、バリ・デンバサール RC と女性だけの
バリ・タマンRCを訪問しました。前年度パソコンを
送った、タルトゥンの専門学校へも２日間かけて１５

時間車に乗って行ってきました。なかなかしんどい所

です。確かに、パソコンは設置されておりました。 
 ジャカルタの方へは、理事会決定した「みつくちの

基金」として３０万円を持って行かせて頂き、先方ク

ラブと署名をしてきました。 
早速、ジャカルタの方からお礼の文面と、新聞に載っ

た記事が送られてきましたので、バナーと一緒に回覧

させて頂きます。 
 
米山記念奨学会寄付報告 
 田中会員よりいただきました。 
 本日までの合計   ２００，０００円 
 
 
■卓  話      
「R財団月間に因んで」 
     地区R財団委員会副委員長 横山守雄氏 
 会員の皆様から寄付金を募ることだけが、クラブ財

団委員会の役割ではありません、それよりも重要なこ

とは、ロータリー財団が提供しておりますいろいろな

活動プログラムを、自分達のクラブ活動へ取り入れて、

クラブの活性化へ結び付けることです。 
 財団の活動プログラムの中には、従来からの親善奨

学生や GSE チームメンバーの派遣や、受入れといっ
た活動がありますが、近年はクラブ独自の社会奉仕プ

ロジェクトや国際奉仕プロジェクトを各種の補助金で

サポートするプログラムに世界各国の地区やクラブは

力を入れております。財団からの補助金は、各クラブ

やロータリアン個人が使い易いようにその申請手続き

が年々簡素化されております。 
 ロータリー財団は、財団本部や地区委員会の活動に

主眼をおいているのではありません。各クラブ、各ロ

ータリアンの奉仕活動をアシストするために存在して

いるのです。ですから、ロータリー財団がこれほど自

分達のクラブ活動を支援してくれるのであれば、財団

への寄付金も１２０ドルとはいわず、１５０ドルでも

２００ドルでもしようかとなれば、そのクラブは奉仕

活動の盛んな優秀クラブと言えるのではないでしょう

か。 

 皆様のクラブにおかれましても、ロータリー財団の

活動プログラムを、どのようにクラブ独自の活動へ取

り入れて行くかご検討をお願いいたします。 
 
 
■ニ コ ニ コ 箱                秋山 勤S.A.A 
※夫人誕生を記念              掛谷 
※結婚記念              高島、吉江 
※卓話者横山様よりお礼をニコニコに頂きました 
※横山地区R財団副委員長様に卓話をいただき有難う
ございました               中西 
※インドネシアより無事帰国         長澤 
※横山地区R財団副委員長をお迎えして    長澤 
※急な出張で失礼します            簡 
※前回欠席しました             藤井 
※次男が先月結婚しました          野田 
※連続2回欠席と本日早退のお詫び      野田 
※入会８年になりました、次は 10年、15年をがんば
ります                  中江 
※早退させて頂きます            戸川 
※写真を頂いて           日野岡、野田 
 

本日計  ６５，０００円 
累 計 ９５４，３０９円 

 
■次 回 卓 話 
「 大阪大学との産学連携による新商品の開発 」 
      阪大フロンティア研究機構 黒川敦彦氏 

 
 


